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研究課題名「小児造血細胞移植患者におけるデフィブロチドナトリウムの有効

性に関する後方視的研究」に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

 

本研究の対象者は、2019年 6月 18日から 2025年 4月 30日の間に、名古屋大学医学部

附属病院小児科にてデフィブロチドナトリウムを投与した患者です。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

研究目的： 

 小児の悪性腫瘍や造血不全症などにおいて造血細胞移植は重要な治療法ですが、造

血細胞移植には特有の合併症が存在し、合併症の管理も患者の転帰に重大な影響を及

ぼします。類洞閉塞症候群は造血細胞移植の重大な合併症の一つであり、類洞閉塞症

候群を発症した患者は未発症患者と比較して有意に生存率が低いことが知られていま

す。デフィブロチドナトリウム（商品名：デファイテリオ®）は臨床試験で重症の類洞

閉塞症候群に対して有効性が示された唯一の薬剤であり、2019年 6月 18日に国内で

承認されて以降、当院小児科においても多くの症例でデフィブロチドナトリウムを使

用しています。本研究は、類洞閉塞症候群を発症してデフィブロチドナトリウムによ

る治療を受けた小児患者の臨床経過と転帰を評価し、デフィブロチドナトリウムの治

療効果および効果に影響を与える因子について解明することを目的として行います。

将来的にはデフィブロチドナトリウムを用いた治療法の最適化や新しい治療法の開

発、他の合併症や併存薬との関連について解明が進むと期待されます。 

 

 

研究方法：電子カルテから必要な情報を収集して解析します。 

 

研究期間：実施承認日 ～ （西暦）2028年 3月 31日 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

診療情報：生年月日、臨床診断、移植前処置、移植実施日、移植細胞の種類、合併症、血

液検査値、尿検査所見、腹部エコー所見 等 

４．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 



 

 

 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内

で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理

人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先までお申出

ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

連絡先： 

  

住所：名古屋市昭和区鶴舞町 65 

電話：052-744-2294 

担当者：名古屋大学大学院医学系研究科 総合医学専攻 発育・加齢医学 村松秀城 

 

研究責任者： 

名古屋大学大学院医学系研究科 総合医学専攻 発育・加齢医学 高橋義行 
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お子様向けの説明 

この研究では、「デフィブロチドナトリウム」という薬を使って治療を受けた

子どもたちの記録をふり返って調べています。 

この薬は、「類洞閉塞症候群（るいどうへいそくしょうこうぐん）」という病

気に使われます。この病気は、造血細胞移植（ぞうけつさいぼういしょく）と

いう治療をしたあとに、まれにおこる合併症（がっぺいしょう）の一つです。

おなかがはれたり、体重がふえたりして、体のぐあいが悪くなることがありま

す。 

デフィブロチドナトリウムは、こうした合併症を治すための、今のところ世界

でただ一つの薬として知られています。名古屋大学病院でも、たくさんの子ど

もたちに使われています。 

この研究では、2019年から 2025年のあいだに、この薬を使った子どもたちの

カルテ（診療記録）をもとにして、 

• 薬がどれくらい効いたのか 

• どんな子に効きやすいのか 

• ほかの病気や薬との関係があるのか 

といったことを、くわしく調べようとしています。 

みなさんの大切な情報は、名前などがわからないようにして、きちんとルール

を守って使います。この研究にさんかしたくないときは、いつでもことわるこ

とができます。そのときも、みなさんに不利益（ふりえき）はありませんの

で、安心してください。 

わからないことや聞きたいことがあれば、名古屋大学（なごやだいがく）のせ

んせいに聞いてください。 

 

 


